昭和 X 年の 十月 三日 午後 六 時半。 

げんか いなだ た い ふうぐ も 

玄 海洋 の 颱風 雲 を 帯び た 曇天が もう トツ プリと 暮れ 

ていた。 

トン かんぷ らくろう まる 

下 関の 桟橋へ 着いた 七千噸 級の 関 釜 連絡船、 楽浪丸 

みす ぼ 

の 一 等 船室から 一 人の 見窄らしい 西洋人が ヒ ヨロ ヒョ 

口と 出て 来た。 背丈が 日本人よりも 低い 貧弱な 老人で、 

何の 病気 かわからない が 骨と 皮ば かりに 瘠せ 衰えて い 

る。 綺麗に 剃リ 上げた 頰の皺 は、 濡れた 紙の ように 弾 

力 を 失って、 甲板の 上から トロンと 見据えた 大きな 真 

珠 色の 瞳 は、 夢遊病者の ソレ のように ゥッ トリと 下 関 

ひ しらちゃけ ラシ ャ 

駅の 灯 を 映して いる。 白 茶 気た 羅紗の 旅行 服に、 銀鼠 



て 行く の を 見送る と、 直ぐに 公衆 電報 取扱 所へ 走り 

寄って、 前から 準備して 書いて いたらし い 電報 を 一 通 

打った。 

「レコ —ド」 シ モノ セ キック」 フジ 二 ノル」 

打電 先 は 東京 銀座 尾 張 町 X 丁目 X 番地、 コンドル- 

レコ— ド 商会 古川 某であった。 

打って しまう と 朝鮮 紳士 は 自分の 背後に 順番 を 待つ 

ている らしい デッ プリした、 色の 黒い、 人相の 悪い 中 

年の 紳士 を 振り返って ジロリ と 睨み付けた …… が …… 

しかし その 人相の 悪い 紳士 は 見向き もせずに、 自分の 

電報 を 窓 口に 置い て 叨手を 嘗め て トン トンと 叩き付け 



なか はげ 

人相の 悪い 紳士 は 苦笑いと 一緒に 頭 を 下げた。 中 禿 

の 額の 汗 を 拭き 拭き 椅子に 腰 を かけた 序 に 支那 人 風 

おおおとこ 

の 巨漢 に 顔 を さし 寄せて 声 を 潜めた。 

き や つ 

「満洲に 這 入る と 直ぐに 憲兵 司令に 命じまして、 彼奴 

てきび 

を 国境 脱出 者と 見做して 手酷し く 責めて みました が、 

弱々 しい 爺 の 癖に ナカ ナカ 泥 を 吐きません」 

「旅券 を 持って いなかった のか」 

「持って おり ましたが 私が その 前に 掏り 取って おいた 

のです。 古い 手です が …… 旅券 は 完全な もので、 東京 

やとい あらた 

X X 大使館 雇員 を 任命され て 新 に 赴任す る 形式に 

なって おります。 ここに 持って おります が」 



「買収して みたかい」 

「テン デ 応じません し、 ホン トウに 何も 知らない らし 

いのです。 仕方が ありま せんから X X 領事へ 紹介して 

旅券の 再交付 をして 立た せました が、 チット も 怪しむ 

ベ き 点はありません」 

「そんな 事だろう と 思った。 大抵の 奴なら 君の 手に か 

かれば 一 も 二 もない 害 だが ね」 

「それが ホン トウに 何も 知らないら しいので す。 ただ 

タイプライタ ー が 上手で、 日本 文字に 精通して いると 

いう だけの 爺と しか 見えません から、 仕方なし に X 

X 領事の 了解 を 経て コ チラへ 立た せた 訳です が、 しか 



少年 ボ— ィが 簡単に うなずいた。 青年 ボ— ィが今 一 

度 冷笑した。 

「フン。 ここまで 来れば 東京まで 一直線 だからね。 人 

間 レコ— ド だと 思って 安心して いやがる」 

「エツ。 人間 レコ 1 ド …… 」 

少年 ボ— ィが ビック リ したら しく 眼 を 丸く した。 青 

年ボ— ィの 凄味に 冴え かえった 顔 を 見上げて 唇 を わな 

なかした。 

「ゥ ン。 この 爺， -が 人間 レコ— ド なんだ よ。 アン マリ 

度々 人間 レコ ー ドに 使われる もんだ から コ ンナに 瘠せ 

衰えて いるんだ」 



「ええ。 僕 は 勲章が 欲し いんです けど …… 」 

「ハ ハ。 今に 貰って やら あ …… オット …… モウ 十分 間 

過ぎち やった ぞ。 それじゃもう 一 回 注射して 来る から 

な …… 録音 器 は 大丈夫だろう な」 

「ええ。 一 パイの 十 キロに してお きました。 心配な の 

は 鞠の 内側の 遮 音 装置 だけです」 

「ゥ ム。 毛布で も 引っかけ ておけ。 モトの 通りに 荷物 

を 積ん どけよ」 

「聞い ちゃい けな いんです か。 人間 レコ— ドの 内容 を 

…：- J 

「ゥ ン。 仕方がない。 こっちへ 来い」 



「モウ 小 郡に 着きます よ」 

「構う もの か。 五分 間 停車ぐ らい：：」 

二人 は そのまま 以前の 特別 貸 切 室に 這 入った。 内側 

から ガッチ リと 掛金 を かける と、 青年 ボ— ィが ポケッ 

ト から 注射器 を 出して、 無色 透明の 液 を 一 筒、 寝台の 

上の 老人の 腕に 消毒 も 何もし ない まま 注射した。 

老人 は モウ 全くの 死人 同様にな つていた。 全身が グ 

タグ タ になって、 半分 開いた 瞼の 中から 視 いている 青 

い 瞳が 硝子の ように 光り、 ゲッ ソリと 凹んだ 両頰の 間 

、- れ i 

にポ カンと 開いた 唇と、 そこから 剥き出された 義歯が 

カラカラに 力 ラビ 付いて、 さながらに 木乃伊の 出来た 



ての ような 気味の 悪い 感じ を あらわし ていた。 

たま 

それから 少年 ボ— ィは 枕元の 豆 電燈の 球 を 抜いて、 

代りに 白い 六角の 角砂糖ぐ らいの 小さな マイクロ フォ 

ンを 捻じ 込んだ。 そのまま 二人 は 真暗に なった 車 室の 

クッシ ョ ンに腰 を 卸して 耳を澄ま していた。 

ゆる 

列車の 速力が ダン ダン 緩くな つて 来て、 蒼白い の や 

黄色い の や、 色々 の 光線が 窓 硝子 を 匐い 、にった。 やが 

て 窓の 外 を 大きな 声が、 

「小 郡ィ II ィ。 ォゴォ リイ II ィ」 

と 怒鳴って 行った。 

青年 ボ— ィが 身動きしない まま 係の 少年 ボ— ィに囁 



いた。 

「今の も 録音機の フィルムに 感じた ろうか」 

「感じて ます。 器械 を 列車の 蓄電池と 繋ぎ合わせて 開 

け 放して いますから …… まだ 五十 分ぐ らい は フィルム 

が 持ちます よ。 今の 貴方の 声 だ つ て 這 入 つ てます よ」 

「フ フフ …… 」 

二人 は 又、 沈黙に 陥った。 青年 ボ— ィは 所在な さに 

紙 卷を啣 えて 火 を 点けた。 

少年 ボ— ィが 闇の 中で 手 を 出した。 

「僕に も 一 本 下さいな」 

「馬 i 比。 フィルムに 感じち やう ぞ」 



と 青年 ボ— ィの声 …… 。 

「わかります。 ソ ピエットの 宣伝でしょう」 

と 少年 ボ— ィの 緊張に 震えた 声 …… 。 

かた やません 

「片山 潜の 口調 だよ。 これ あ …… 」 

「ェ ッ片山 潜 …… 」 

「そうだ。 日本で X X X X 運動 を やって 露西亜へ 逃 込 

んだ 今年 七十 か 八十ぐ らいの 老 闘士 だ。 今 東洋 方面の 

宣伝 係長み たいな もの を やって いる。 彼奴の 声 だよ、 

これ あ」 

「どうして わかります」 

「この 前コ イツの 宣伝 レコ— ドが 日本に 紛れ込んだ 事 



が ある。 そいつ を 機密 局の 地下室で 聞かせて もらった 

ことがあ るが、 声まで ソ ックリ だよ。 人間 レコ ー ドっ 

て 恐ろしい もんだ ね」 

「呆れた 爺です ね。 その 片 山って 爺 は …… 」 

「ゥ ン。 あんまり 学問 をし 過ぎち や つ て 頭が 普通でな 

くな つてい るんだ よ。 医学 上で ヒポマ 二— という 精神 

病 だが ね。 普通の 人間以上 のこと をして いなく ちゃ 生 

きて いられない ようになって いるんだ。 そいつ を 知ら 

ない もんだ から 日本の X の 連中 は片山 潜と いったら 神 

様みたい に 思って いるんだ。 ソ イツ を 利用して ソビ 

ェ ットが 宣伝に 使つ てい るんだ」 



理と 分割 を 如何に 執拗に 提議して いるか は、 欧洲 政局 

の裡 面が 最 よく 見透かされ 得る モス コ —に 居なければ 

わからない であろう。 

米国の 汎 アメリカニズムと X X X X X X X の 矛盾 は 

そうく 

益 々増大しつつ あると、 中国 国民 党の 走狗 ども は 云つ 

ている が、 これ は 間違いで ある。 来 国が XXXXXX 

しょうと している こと は、 彼等の ヒ リツ ピンの 統治 方 

法 を 見れば わかる 事で ある。 

これ 等の 工作の 全部 を 一挙に 覆し、 地上から XX 

と X X の 影 を 潜めし むる 任務 は X XXX X 諸君の 双肩 

にか かってい る。 支那 をして ソ ピエット 政府の 光栄 あ 



ころう そうか 

る 治下に 置き、 彼等 虎狼の 爪牙から 免れし むる こと は 

一 に 新興 X X X X X 諸君の 奮起 力に かかって いる。 

起て。 奮起せ よ。 武装せ よ。 

全世界 を X X X X X の 治下に 置け。 

X X X X 万歳。 

X X X X X X X 万歳。 

X X とソビ エツ トの X X X 万歳。 

二 九 三 X 年 九月 X 日 党、 団、 中央)」 

「何 だ。 お前、 ふるえ てるじ やない か」 

「ふるえて やしません。 ソ ビエ ット 帝国主義の 宣伝の 



狡猾 さが 癩 に 触って いる だけです」 

「ァ ハハ。 ソ ピエット 帝国主義 はよ かった ナ。 この 宣 

伝に 欺され てう つ かり ソビ ェ ットの 治下に 這 入 つ たら 

最後、 その 国の 労働者 農民 は、 今の ソ ピエットと 同様 

に、 運の 尽き だからね。 資本主義の 国が 人民から 搾る 

もの はお 金 だけ …… ところが ソビ ェ ット 主義が 人民 か 

しぼ 

ら 搾り取る もの は 血から 涙から 魂の ドン 底までと 云つ 

ていいん だからね」 

「しかし 支那 人 は 直ぐに ソビ ェ ット 主義に 共鳴す るで 

しょう」 

r ゥン。 非常な 共鳴の し 方 だ。 ドエ ライ 勢で 新疆 方面 



この 二 枚の 号外 を 応接室の 椅子の 中で 事務員の 手 か 

ちゅうさつ がぜん 

ら 受取った 東京 駐箚 X X 大使 は 俄然と して 色 を 失つ 

た。 やおら モ ー ニン グの 巨体 を 起して 眼の 前の 安楽 椅 

とくと 1 つ 

子に 旅行 服の まま かしこまつ ている 弱々 しい 禿 頭の 老 

人の 眼の 前に その 号外 を 突 付けた。 

老人 は 受取って 眼鏡 を かけた。 ショボ ショボ と 椅子 

の 中に 縮み 込んで 読み終つ たが、 キヨ トンと して 巨大 

な 大使の 顔 を 見上げた。 

その 顔 を 見下した X X 大使 は 見る見る 鬼の ような 顔 

になった。 ィ キナリ 老人に ピストル を 突 付けて 威 丈 高 

になった。 ハツ キリと した モス コ— 語で 云った。 



注射す ると、 前に 云った 脳髄の どこかの 一部分が 眼 を 

醒 ますんだ ね。 最近に 聞いた レコ— ドの 文句 を 夢う つ 

つに ハツ キリと 繰 返す 事実が、 モウ 東京の 大学で 実験 

済みなん だ」 

「へ ェ。 その 薬 を 貴方が 発明し たんです か」 

「発明なん か出来る もんじ やない。 盗ん だんだ よ。 ぺ 

トロ グラ— ド のネバ 河口に 在る 信号所の 地下室に この 

人間 レコ— ド 製造所が 在る こと を 日本の 機密 局で は大 

戦 以前から 知っていて、 苦心 惨儋 して、 その 遣り方 を 

盗んで おいたん だ。 ところが 露国 は 今まで、 日本に 対 

して だけ この 手段 を K つたこと がない。 つまり 取つ と 



哈爾賓 から 飛行機 で 来た あの 爺 t の 写真 を 見た だ け で 、 

テツ キリ 人間 レコ ー ド という ことが わかった という 位 

だからね」 

「若 島 中将 …… 誰です か。 若 島 中将って …… 」 

「日本の 機密 局長 さ。 支那 服 を 着た 立派な 人 だが ね。 

僕 等の 親玉なん だ。 君 を 海軍兵学校に 入れて やる とい 

うの は その 人 さ …… 」 

中学生 は 今 一 度 真 赤に な つ た。 

「でも あの 小ち やな 爺さん は 気の毒で すね」 

「気の毒ぐ らい じ やな い。 きょうの 号外 を 見たら X X 

大使に 殺され やしまい かと 思 うんだ がね。 裏切者と い 
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